
1.　アンカーナット開放 2.　基礎天端部分ハツリ

外壁 アンカーと
アンカーナット

大引き （鋼製大引）
水切り

3.　ジャッキUP 下記の方法は現場の状況に応じて変更する。
　

爪付きジャッキ使用の場合

開放されたアンカー

鋼製大引

ジャッキUP

両天秤ジャッキ設置の場合

UP棒又は鉄板
ジャッキ

ジャッキ台

ジャッキ

電動ピック

サンダー

カッタ－入れ
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④建物のジャッキUP範
囲全て（主に柱部分）に
ジャッキを取付ける。

⑤建物の水平レベルを
見ながら少しずつ建物
を持ち上げる。

⑥ジャッキUP完了後、
UPした部分に鉄板キャ
ンバー又は角ﾊﾟｲﾌﾟを
入れて水平レベルを固
定する。（要所部分の
み）

①アンカーナットを開放する（緩める又は外
す）
②水切りがある場合は部分的にカットする

③ジャッキを設置する為、基礎天端をハツル。



4.　束の延長

鋼製束の場合 木束の場合
木束

回し伸ばす 回し伸ばす

鋼製束
キャンバー
又は角ﾊﾟｲﾌﾟ
＊設置後、モルタルを巻く場合もあります

＊木束から鋼製束へ交換する場合もあります。

5.　アンカー延長固定

メカニカルジョイントにてアンカー延長する場合 補強棒にて延長する場合

M16 ﾒｶﾆｶﾙｼﾞｮｲﾝﾄ 
（L=40mm以上）

全ネジボルト

補強棒（添え筋）
M16 ナット ＊溶接にて固定

6.　グラウト材充填工事 ＊ 床下通し基礎の場合、柱下の重要な部分のみのグラウト充填となります。

※ﾌｨﾙｺﾝＲ
（ﾌﾟﾚﾐｯｸｽﾀｲﾌﾟ）

＊化粧モルタルは別途工事
型枠 となります。

　　富士商事株式会社 TEL：04-2925-7071 FAX：04-2925-8411

＊建物によってはメカニカルジョイントで施
工できない場合があります。その場合は補
強棒にて延長します

化粧モルタル無収縮ﾓﾙﾀﾙ

基礎

⑦ジャッキUP中又は、ジャッキUP
後、束を延長します。

⑧アンカーの伸び代が足りない場合、左
図のような方法でアンカーを延長します。
伸び代がある場合はアンカーナットを締め
付けます。

⑨アンカー延長、ナット締め付け後、グラウト材にてUP
の隙間を充填します。　基礎表面の化粧モルタルは別
途工事となります。

基礎


